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1972 年カミキリ界の総括 

ふじたひろし 
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1972年もまた， その 採粜者人口では虫屋国会野党第1 
党？ ともなったカ ミキ リ界にとって激動の年であった 
わけで，とりわけ年ごとに目立ってくる ヤングパワーに 
はすさまじいものがあった。これら若手の中には冬でも 
シーズン 中であるかのごとくカミキリ ムシの 顔みたさで 
(もちろんその多くは幼虫の顔なのであるが…… ） 山野 
に出没する者も少なくなく，神奈川県川崎付近の輪入材 
からク ロボシス ギカ ミキ リが多数採集されるといった一 
蘇も彼らのク レージーパワー が生ん だ 所産であったと言 
えよう。 

〇春は年中行事から 

本格的シーズンの到来は，新緑の中でカエデの花を叩 
いた瞬冏に初めて感ずるものであるが……ここ東京都下 
の岛尾山ではなぜかそのような姿はあまり見られず，多 
くの人が満開のカエデの木の下でネットを手にじっと座 
りこんでいる 0 春の年中行市の最たるもので，「商尾ヒ 
ラヤマ決戦」とか呼ばれている代物なのである。毎年20 
〜30人ものカミキリ屋がひしめくこのケープルカー脇の 
わずかな面玷の土手は，4月中旬より5月初めの頃まで 
赤い小さな虫を巡っての数々の悲萏劇を生み出す舞台と 
化し，この土手一帯を飛んだ虫は皆白いネットの洗礼を 
受けることとなる。中には（ヤケクソか？）毒ビンの中 
にヒラヤマ以外の赤い虫は全部入っていたような御仁も 
いたとか。こう大勢で押し寄せてみても，帰りの'取車1? 

を茲んで払える光栄を节受できる人は1日1人いるかい 



ないかといった調子で，結局，昨年採集された ヒラャ マ 
コブハナは当地で1$9?罕の他，同じ東京都下の奥多 
摩川井で1罕（小田義広氏)，京都府芦生で1$ (中村 
俊彦氏)，兵庫県氷ノ山で1¥ (同県初記録，畑中熙氏） 
といったところ。——採集地集中化が問題となっている 
昨今ではあるが，一面，この「野外 サロン」 のごとき楽 
しいムードはなかなか捨てがたい味がある。 

ヒラヤマ以外の春の行事をすこし pick up してみよ 
う0まずモンクロべ二は当たり年だったようだ。和歌山 
県御坊/&山では相当多数(1968年以来)，また，岡山阽で 
も久々に美袋宇山.広瀨铅足山などで割と得られたが， 
和歌山県ではほとんどがクスギなどの切株や薪上に見ら 
れたのに対し，岡山県では切株に生えたひこばえの粢上 
に止まっていたものが大部分だった。 

モンクロべ 二と 並び，関西には「春日ェゾ トラ 決戦」 
という行車も存在するらしい。こちらも今年は好調で6 
頭ほど得られたの だが， 例によって「京都 イモイモカ ル 
アット」および r 大阪イモイモカルテット」のメンバー 
諸氏のネットにはかすりもしなかったという（杉野広一 
氏談 )0 



ヒラヤマ求めて群がるカミキリ屋 


長野限上伊那郡の戸台付近では，コナ シな どの花上で 
クロツヤヒ ゲ ナガコバ ネ数頭 （同時に 今まで ウスグロヒ 
ゲナガコバネと されて いた 別褪も10数頭得られた）.力 
ェデノへリグロハナ.シラホシヒゲナガコバネ • トウキ 



ョウトラなどの他，フタス 
ジ カタビロハナも多数採染 
されるなど （5 月中旬）な 
かなか多彩な顔ぶれが見ら 
れた。 

また，学生勢にとっては 
すでにシーズン開辂前，恒 
例の春の奄美があったわけ 
で， こちらの 方も コバルト 
ヒゲ ナガコバ ネ6頭という 
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盌作ぶりを笨頭に， キンケチャイロ 1$ (初記録，大和 
浜，今村佳英氏）•ニイ タカハナ 2 SS 1? (湯湾岳. 
八津野） .アラカワシロヘリトラ 2頭の 他，アマミアカ 
ハネハナ. アマ ミリンゴは多数採集されるなど，盛況だ 
ったもよう 0 

〇6月の学生勢 • 社会人勢 

ヒラヤマ以後は少しの間おとなしかった関東の若手連 
も，6月の声を聞くと，またも集中癖をもつ! (! が福島県 
南会津へと向かう。数週間も新田原のお堂に泊まり込み 
連合赤軍とまちがえられたおかげで地元瞀察まで呼びこ 
んだという淸野隆氏（蛇足だがその後，北海道でも変な 
小屋に泊まってまちがえられたのだ！）を始めとした若 
手連の猛攻にあっては，かつての秘境ムードもどこへや 
ら。今まで当地より紹介された珍品はほとんど多数採集 
された以外に，湯ノ花ではョコヤマトラ lex . • トウキョ 
ウトラ4 exs . .マダラゴマフ1$1罕（当地2 . 3頭目 
の記録）や，未確認ではあるが，ムモンべ二も 2 exs . 得 
られたと聞く。 

檜枝岐方面も植類数 • 個体数共に劣らず多く，ミズキ 

の花や薪で，フタスジカタビロハナ 1 ex . •エゾトラ 1 ex . 
(共に当地2頭目） • トウ キョウ トラ 2 exs . - カエデ ノへ 
リグロハナ.ミヤマルリハナ•タカオメダカ.トホシな 
どが採染され，部落内の スギ •マツ類の混じったケンタ 
材 にはシラホシヒゲナガコバネ の這い回る魅力的な姿も 
多く見られた 0 また， エゾトゲムネ も ォヒョ ウの枯枝に 
染まる習性が判り，比較的多数が採佑されるなど（沿ノ 
花温 a 付近)，例年以上の成果があった。 

—方，社会人勢もようやく总を吹きかえし？ 6月25日 
. 7月2日の両日には静岡県安倍味へ 1 ^間®一 . S 木繁 
雄.木村欣二 • 松本忠之 • 岛桑正敏氏らが訪れた。□的 

はヤマトヒメハナだったそうだが，採集されたのはフジ 
ヒメハナ （5 ささ1罕）で，富士山以外で本種が採集さ 
れたのは今回が初めて，同時に得られたヘリグロホソハ 
ナ（木村氏）の記録も面白く，本州では窑士山•天城山 
• 紀伊半島に次ぐものであろう0 

☆なお，今年静岡県下で採集された下記の種も記録とし 
て興味深いもの. 

フタスジカタビロハナ （ a 士山，小宮次郎氏），クビ 
アカハナ•タカオメダカ.ヤマトシロオビトラ（以上 
寸又峡，松本忠之氏），ミヤマルリハナ.カエデヒゲ 
ナガコバネ.カラフトヒゲナガ（本種のみ’71年）•キ 
ボシ チビ（以上静岡市洞埂院など，出口可能氏） 

〇島嶼の大戦果より （1) 

一伊豆諸島 • 対馬 • 下甑島一 

地元に多くのカミキリ屋を控えていながらも伊豆諸島 




左：高荣正敏氏右：洒井香氏 

は交通の便が惡いためか？はたまた，食指をそそる珍^モ 
のいなかったためか？訪れる人も稀だったのだが，ここ 
数年，有志達によりかなりカミキリ相も解明され出し 
た。特に今年は神津岛 • 御蔵岛での成果が大きく，従来 
ほとんど資料のなかった神津島へは7月1日〜3日，商 
桑正敏.酒井香氏が訪れ，ノコギリ. サビ* •ピロウド 
(ミクラビロウドとの中間型？ ） .トゲバ*. Rliodopina 
sp .. タイワンメダカ*など計23種を採集〇印は伊豆諸岛 
初記録)。また，「秘境」と呼ばれている御藏岛では洒井 
香氏 （7 月6日〜13日）.斉藤秀生氏 （7 月31日〜8月 
4日）により，伊豆諸島初記録のコバ ネ 1$ ( subsp . 
insularis と思われる個体）を始め，アラカワシロヘリ 
トラ.ミクラ チビ.オオキハネナシサビ.イズニセビロ 
ウド. クモノスモン サビ .Rhodopina sp . はいずれ も 
多く，ベーツヒラタ （3$ S 1?). トカラヤハズ .ミ 
クラピロゥド. ドイ なども採集され，大戦果をあげたが • 
ハネナシ チ ビ だけは 依然 どの岛からも得られていないよ 
うだった。 

対馬も今年は収獲が多く，ベニバハナ1さ（対馬2頭 
目，足立一夫氏）.ム ネホシシロ 1 S 1 罕 . オオシロ 5 
exs . (共に酒井香氏）以外に ミスジ ヒメ ハナ •ベー ツヤ 
サ .スネケブカ ヒロコ パネ.ヨスジアオな どは多数採集 
されたが，何といっても興味深いのは初記録の Obrium 
sp . とヤ マト チビコバネで，前者はサドチビアメイ ロに 
極似した日本未記録種で宮原道則氏による ( I 3 exs . 比田 
勝)。後者は一見すると前 
胸などが本州産の個体と異 
なったような感じを受け 
る0足立一夫氏により5 
exs •採集された。 

九州のカミキリ屋諸氏に 
も下甑島は未開の地であっ 
たようだが，5月上〜中旬 
宮原道則 • 入江平吉氏の調 
宮原逍則氏 査により興味深い種が得ら 
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れ，おおいに注0を浴びた。ヘリウスハナ.ミヤマクロ 
ハナ • タケウチヒゲナガコバネ • コジマヒゲナガコバネ 

•ズマルトラ. Pseudale sp. (新種） • シロスジ ドウボ 
ソといったものがそれだが，他に，たとえば触角の節だ 
け白い が， 体型その他は ニンフハナ？ とか，一見マ ルオ 
カホソハナ？ 風の ホソハナと かおかしなものも得られ， 
今後の調査が期待される。 

〇島峡の大戦果より （2) —琉球列島 

こ こ&近 ，カミキリ屋の南の岛々に対する憧れは大変 
なもので，ブームとも言うべき人気を呼んでいるが，か 
っての本命 M 久.奄美は全盛期を越えたのか陰が薄くな 
り始め，代って今年の焦点となったのは沖縄本島.石垣 
J0/ 方面だった。 

トゲウスバ2 exs. (安房，杉野広一氏他）.コブバネゴ 
マフ1罕 . Rhodopina sp. (マルバネコブヒゲに似た新 
種，以上白谷，那須敏氏）.オニホソコバネ2さ$ . ヶ 
ブカトラ lex. (以上栗生，酒井案理氏）.ヤクシマヨッ 
スジハナ1さ1? C 宮之浦，長尾悟氏）……が屋久の主 
だったところと d える。初記録のリュウキュウチビコバ 
ネは尾之間と栗生で計5頭得られたが，窀美産のものと 
は若干異なり，ヤマトチビコバネとの閲連性を知る手が 
かりとなるかもしれない。九州本土における本屈の発見 
が期待されよう0なお，ヤクシマホソコバネは落敗だっ 
たことも付記しよう。 

奄美は例年と大差なく， タブの 切株な どの 材中（かな 
り固い 部分） から アマミニ セク ワガタ が 多数得られた こ 
と（八津野)，アマミトゲウスバが6〜7頭八津野.沿鸿 
でブタ ンガス 燈に飛来したことの他はこれといったニュ 
—ス はなかったが （アマミホ ソ コバ ネは 1頭のみ）， 隣 
りの 徳之岛では杉野広一氏が アマミ モンキを始めと して 
Nortia sp .， アマミ トビ イロ， リュウキュウ チビコバネ 
• キュウシュウ チビトラ. カ ノコサビ.アマミビロ ウド 
.アマミハリムネ モモブトな どの 初記録を出すという快 
举をなし，また，商桑正敏氏も1月同岛より持ち紐った 
タブの立枯れ材より ウスグロホ ソバ ネ 1 2 3 s (5 罕罕等を 
羽化させている。 

沖縄本岛では原記載以来〔1959年）記録の絶えていた 
リュウキュウモウセンハナが2ささ採集され（入江平吉 
氏)，イシガキチビトラのごとき珍品も数頭（初記録)， 
アマミモンキ1 ex. (初記録）などの大物が，また，少な 
かったオモ ロビロウ ド.オキナ ワフト.ム モンツヤアラ 

ゲサビも多数採集された。 

採集者のほとんど寄り付かない宮古岛にも入江氏は訪 
れ （ 5 月下旬），ミヤコリンゴ 8 exs. •タイワンメダカ 1 
ex. • サキ シマウスアヤ相当多数などを採集している。 


石垣島は一番の焦点だった。沖縄本&以南のカミキリ 
にはまだなじみの薄い人も多いことと思うが，実に大変 
な成果であった。かつての珍品も軒並みの下落ぶりで， 
そのいきおいは2〜3年前の屋久.奄美のそれ以上の迫 
力があったとか 0 まずはコジ マクロ オビヒメ.ハッタア 
メイロ.リュウキュウヒメアメイ ロ.ヒロ オビオオゴマ 
フ • アナバネヒゲナガ•イシガキフト（旧シロオビピロ 
ウド）.イシガキクヮなどがメタメタ多数，イシガキト 
ゲウスバ•フトヒゲウスバ.ムネスジウスバ.サキシマ 
トゲヒゲトラ（やはり ohbayashii SAMUELSON が本 
種と®生しているようだ）.イシガキトガリバサビも少 
なくなかったというからその程度もしれよう。原; E 砹以 
来採集されていなかったというオキナヮゴマフ yayeya - 
mai も相当多数採集されたし，イシガキゴマフによく 
似るが，触角の第5節基半に白色毛を持ち，前胸に2っ 
の隆起のある Mesosa sp . も多かった （ G 〜7年前よ 
り得られていたものだが，あまり知られていないような 
ので記しておく）〇その他にも ヤェヤ マホソバネ.オガ 
サワ ラチヤ イロ .フタ ツメイェ. コ ゲチ ヤ フタモン ヒゲ 
ナガ.オキナワ サビ. ヒゲナガ ヒメルリ. Glenea sp. 

(スジ シロに 似る？）……など枚举にI、とまのないほど 
だ。 

〇本州に日本未記録のネキがいた！！ 

これぞ r 燈台下暗し」 

のきわめつけと3わねば 
なるまい0南アルプスニ 
軒小屋(東保)の標! r 51900 
m 地点で，染木場のトゥ 
ヒ H 弱木に飛来したネキ 
はカラフトホソコバネ 
JMecydalis sachalinen - 
sis MATSUMURA et 
Tamanuki そのものだ 
ったのだ！ （8 月5日， 

鈴木和利氏） 

思えば，1969年のァマ 
ミホソコバネに 始まって 
1970年のヤク シマホソコ 
バネとウス リーホソコバ 
ネ，1971年のアイヌ ホソ 
コバネと，ここ4年間と 
いうもの毎年ネキの新種 
や日本未記録種が出てい 
るわけで，さらに本州産 
のネキ5種が珍品から ファミリ アなものとなっていった 
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甲虫愛好者が毎週災•まっ 
て甲虫談 a に花を咲かせて 
います。遠方の方々も，東 
京方面へおいでになる機会 
がありましたら，ぜひとも 
御都合をつけて出席される 
ようおすすめします。きっ 
と楽しい雰囲気が気に入ら 
れることと思います。 

場所：喫茶店「加饩(かが)」 
( Tel . 03-841-4878) 
(国鉄上野駅浅草口より 5 

分） 

日時：毎週木曜日夜 7 〜 11 
時 

(ただし，祭日は休み） 


も特記に価しよう（平田信 
夫 • 青野孝昭 • 那須敏•分 
岛徹人氏らによる）。また， 

同じ頃辻啓介氏は隣りの兵 
庫県氷ノ山から持ち帰った 
サワフタ ギ？ より， キバネ 
アラゲに非常によ く 似てい 
るのだが前胸が黑くないと 
いうおかしなもの？を7 
exs . 羽化させたのだった。 

その他，愛知県で沿沢立久 • 井野川重則氏により中部 
地方初記録のヤマトチビコバネ c 定光寺）やキュウシュ 
ウチ ビトラ（盌田 市锿投山） など。 

愛媛県では松山市杉立でトゲウスバが少ないながら得 
られ，徳岛姑剣山ではヒゲジロホソコバネも1さ採れた 
(松村英一氏)。 

水沼哲郎氏は台湾にてネキ3種 C 2植は新種）を始 
め，画期的な大戦果をあげられたそうで詳細の発表が待 
たれる。 

♦ 本木 本 

末尾ながら，文中の似顔絵カットを;5いて下さった木 
村欣二氏に感謝 L 、たします。 

(干110東京都台東区台東 2-29-6) 


甲虫サロン（東京）へのお誘い 



いきさつといい，ネキに関する進境ぶりは異常なほどで 
ネキの魅力と人気が笟異を生んでいるとでもいうべき 
か。今年の カラフトホソコ バネが特にカミキリ屋を资嘆 
せしめたのは，いうまでもなく，昔からカミキリ屋のメ 

ッカであった二軒小屋で . という点で，誰にもまった 

く予想できなかったことだった。しかも，本種はこの1 
罕の後，まるでカミキリ M をあざけるがごとく，やはり 
大メッカである災日光大沢の貯木場で1さ得られていた 
ことが判明し（1971年7月下旬，下村徹氏)，さらに1972 
年も他に上高地で蝶屋が1罕採粢していたとか？ 

S は特にまぎらわしいものであるので，カミキリ屋諸 
兄には標本筘のネキ再点検を望みたい。これで日本産の 
ネキはツヤホソコバネがホソコバネの黒化型となった 

今，計11嵇となった。 

〇北海道は「空ネキ」だった 

昨年， アイ ヌホソコバネ etc •のネキが採集されたこと 
は，今年の北海逍に老若多数のカミキリ屋を呼びこむ原 
動力となったようだが，肝心のネキの方はさっぱりとい 
う体たらくで，「大山嗚動鼠1匹」ならぬ r ネキ〇匹」と 
でもいうべきにピッタリの冇様だった。 

その代わりの？特記すべきことには，大珍品であった 
エトロフ ハナが知床岩尾別付近の ハマ ボ ウフウ.ノリウ 

ツギ•ウド科植物の花上，流木などで相当多数採柒され 
たこと（草間唆一 • 奈良一 • 小宮次郎氏らによる），ム 
ネモンチャイロトラが少ないながら同地や足寄付近で採 
集されたことがあげられよう0 

〇その他の話題…… 

カ ラフトホソコバネ 以外にも，本州では大きな成果が 
あがっていた。たとえば長野県下では，珍品 No . 1のア 
カムネハナ lex . (7 月上旬，扉 fi 泉付近）を始め，クロ 
サワヒメ コバネ 1¢(7月，姫川谷中土） •ミ ドリヒメス 
ギ2$$ C 7 月下旬，南アルプス）といったいずれもま 
だ両手の指で記録を数えるほどしか採れていないウルト 
ラ 珍品が採れてしまったし，クロサワへリグロハナ1 ex . 
(7月上彳山上伊那横川峡……昨年も同地で2 exs . 得ら 
れている）も本州では相当稀なものだ。なぜか，9月下 
句にいきなり活動を再開した早川広文氏ら松本むしの会 
の面々は，科学的に分析したビーティング法？でタニグ 

チコブヤハズ • フジコブヤハズ • コブヤハズ•セダカコ 

プヤハズ（愛知県境茶臼山•売木）を比較的多数採染， 
マヤサンコプヤハズにいたっては数100頭というから恐 
しい。 

岡山阽新見市井倉では7月上旬，ヤマダワ枯技のビー 
ティングにて多数のキバネアラゲが採集されたが，これ 
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